
※下記表の区分名前方のカッコ数字は対応するディプロマポリシーを表します。 卒業必修科目 他区分の科目または卒業単位に含まれない科目

原則として順番に履修 順番に履修を推奨

１年科目 ２年科目 ３年科目 ４年科目

区分 (3)専門発展－福祉Mgmt.領域 (3)専門発展－心理総合領域 (2)専門基盤－協働力
科目名 ソーシャルワークの基盤と専門職Ⅰ 対人関係論 チームマネジメント
学年 ２年 ３年 ４年

区分 (2)専門基盤－人間の理解 (2)専門基盤－人間の理解 (3)専門発展－福祉Mgmt.領域 (3)専門発展－福祉Mgmt.領域
科目名 〇児童福祉論 障がい者福祉論 社会保障論Ⅰ 〇社会保障論Ⅱ

高齢者福祉論 ３年 ４年

学年 １年 ２年

区分 (2)専門基盤－協働力
科目名 地域福祉論Ⅰ
学年 １年

区分 (1)基礎教育－基礎教養

科目名 〇社会学と社会システム
学年 １年

１年科目 ２年科目 ３年科目 ４年科目
区分 (1)基礎教育－基礎教養 区分 (3)専門発展－福祉Mgmt.領域 (3)専門発展－実践－福祉Mgmt.実践
科目名 介護福祉概論 科目名 介護のリスクマネジメント 家事生活支援技術Ⅰ

介護と自立支援 介護従事者の健康 家事生活支援技術Ⅱ
生活福祉論 学年 ３年 ４年

生活を支えるしくみ
生活支援技術概論

学年 １年

区分 (3)専門発展－実践－福祉Mgmt.実践 (3)専門発展－実践－福祉Mgmt.実践

科目名 コミュニケーション技術Ⅰ コミュニケーション技術Ⅱ
学年 １年 ２年

区分 (3)専門発展－実践－福祉Mgmt.実践 (3)専門発展－実践－福祉Mgmt.実践 (3)専門発展－実践－福祉Mgmt.実践

科目名 生活支援技術Ⅱ
生活支援技術Ⅲ

学年 １年 ２年 ４年

区分 (3)専門発展－実践－福祉Mgmt.実践 (3)専門発展－実践－福祉Mgmt.実践 (3)専門発展－実践－福祉Mgmt.実践 (3)専門発展－実践－福祉Mgmt.実践

科目名 介護過程Ⅱ
介護過程Ⅲ

学年 １年 ２年 ３年 ４年

区分 (3)専門発展－実践－福祉Mgmt.実践 (3)専門発展－実践－福祉Mgmt.実践

科目名 介護総合演習Ⅰ 介護総合演習Ⅲ
介護総合演習Ⅱ 介護総合演習Ⅳ

学年 ２年 ３年

区分 (3)専門発展－実践－福祉Mgmt.実践 (3)専門発展－実践－福祉Mgmt.実践

科目名 介護実習ⅠA
介護実習ⅠB
介護実習Ⅱ

学年 ２年 ３年

１年科目 ２年科目 ３年科目 ４年科目
区分 (1)基礎教育－基礎教養 (2)専門基盤－人間の理解 (2)専門基盤－人間の理解 (3)専門発展－福祉Mgmt.領域

科目名 心理学概論A 医学概論 高齢者学 障がいの理解
障がい者介護論

学年 １年 ２年 ３年 ４年

区分 (3)専門発展－心理総合領域 (3)専門発展－福祉Mgmt.領域

科目名 発達心理学 こころとからだのしくみⅠ
こころとからだのしくみⅡ

学年 ２年 ３年

区分 (2)専門基盤－人間の理解 (3)専門発展－福祉Mgmt.領域

科目名 認知症の理解 認知症の介護
学年 ２年 ３年

１年科目 ２年科目 ３年科目 ４年科目
区分 (3)専門発展－福祉Mgmt.領域 (3)専門発展－実践－福祉Mgmt.実践
科目名 医療的ケアA

医療的ケアB
学年 ３年 ４年

区分 (4)卒業研究科目

科目名 課題研究
学年 ３年

区分 (4)卒業研究科目
科目名 卒業研究
学年 ４年

区分 (1)基礎教育－入門ゼミ
科目名 基礎ゼミⅠ・Ⅱ
学年 １年

生活支援技術Ⅳ

介護過程とケアマネジメント

学習内容

介護過程Ⅰ

卒業研究科目

大学学習の基礎

介護過程Ⅳ

人間の理解

社会の理解

医療的ケア

こころとからだのしくみ

学習内容

学習内容

人
間
と
社
会

介護

学習内容

医療的ケア概論

※当該履修系統図は介護福祉士資格に準拠しています。
　科目名の前の〇印は資格の選択必修科目です。
　資格取得には３科目中１科目以上の単位修得が必要です。
　残りの科目は全て資格の必修科目です。本学科のカリキュラム
上、複数の区分に科目が配置されていますので、資格科目の見落
としてに注意してください。

　複数の学年で開講される科目については、資格取得に向け、履
修を推奨する学年のみ記載しています。
　科目目の末尾にローマ数字が付与されている科目については、
ローマ数字の順番で履修することが原則です。

介護実習Ⅲ

生活支援技術Ⅰ

人間関係学科　履修系統図（福祉マネジメントコース：介護福祉士　専門教育科目－専門発展科目、卒業研究科目）

ディプロマポリシー

(1)基礎教育科目等の学修や学内外の諸活動等をとおして、幅広い教養を身につけるとともに、自己を取り巻く世界や環境を知ることで多角的なものの見方、考え方ができる。

(2)専門教育科目等の学修をとおして、人間関係についての知識・技術とコミュニケーション能力を身につけ、家庭、地域社会、職場等での豊かな人間関係の構築に貢献することができる。

(3)３つのコースにおけるいずれかの専門分野の知見を持ち、それを現実的、個別的な人間関係の課題に適用して、地域社会の課題解決に貢献することができる。

(4)学問に裏付けられた論理的思考によって、的確な課題の設定から論証を経て結論を述べることができる。


